
企業と連携した「プロジェクト型作業学習」の実施 

 

今年４月から高等部の作業学習班のうち「窯業班」と「木工班」の生徒たちは、探究活動と作業学

習をかけ合わせた「プロジェクト型作業学習」に挑戦してきました。 

具体的には、飲食業（西海市）を起業する社長さんから食器類や値札スタンドの製作依頼を受け、

９月中旬までに納品するというプロジェクトです。 

プロジェクト型のよさは、ビジョン（目的）とゴール（目標）が明確であり、生徒たちにとっても取組

のイメージが描きやすいという点にあります。 

また、作業班内のチームワークだけではなく、学校外の相手との『共創力』が磨かれていきました。 

そして、プロジェクトのゴールでは、生徒自身が自分たちの活動が役に立ったという思いをもつ

ことができ、自信や達成感、自己肯定感を高め、自分を大切に思い、生きようとするウェルビーイン

グ※へとつながる実践でもありました。 

 「第四期 長崎県教育振興基本計画」の基本テーマは、『つながりが創る豊かな教育』です。まさ

に鶴南の「プロジェクト型作業学習」は、つながりが創る豊かな教育の具現化でした。この取り組み

を持続可能なものとするために、これからも先生方と一緒に地域や社会を教材研究しながら、様々

な「つながり」を求めていき、子どもたちの成長につながる厚みのある「かくなん」ブランドの教育を

創っていきたいと考えています。 

 

※ウェルビーイング…経済的な豊かさのみならず、精神的な豊かさや健康までを含めて幸福や生

きがいを捉える考え方 

 

 
 

 

もっと自由な発想と挑戦を楽しむ境地で鶴南の教育を創る 

- 「R6年度 学校運営方針」でめざす！ - 
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